
令和３年10月１日

北海道警察

釧路方面本部

交通課

実際の蒸発現象の写真です。

どこに歩行者がいるか、見え

ますか？

蒸発現象を防止することは出

来ないと言われています。

歩行者も運転者も慎重に！

【蒸発現象】

夜間、対向車と交差する場合、対向車と自車の前照灯の光が交差する道路中央付近にいる歩行者が

見えなくなる現象を「蒸発現象」と言います。

湿潤路面の場合は、更にこの現象が起きやすくなります。

１０月頃から日没時間が急速に早まり、
乗用車と歩行者、乗用車と自転車

の事故が増加する季節になります！
釧路方面では令和２年10月～12月の間、３人の歩行者が犠牲になっています。

蒸発現象前蒸発現象

あれれ・・
ライトの光の中に歩行
者が隠れて、見えなくな
っちゃった！

運転者の皆さんへ
・ 対向車がいない時は、ハイビームで
歩行者を早く発見しましょう！

雨の日の運転は、視界が悪くなる
ので更に慎重に運転しましょう！

歩行者の皆さんへ
・ 運転者からは見えていないかも！

信号機などのない道路を斜め横断
中の歩行者が亡くなる事故が後を絶ち
ません。
信号機のある交差点や横断歩道を
左右を確認して渡りましょう。

・ 明るい色の服装や反射材用品を身
につけるなど、運転者に早く発見して

貰える工夫をしましょう。

答え写真中央の車の前にいるよ！


